
【国・オリンピック組織委員会等への要望・提案（案）】

関西文化の取組を踏まえた東京オリンピック・パラリンピック文化プログラムの推進 

2020年東京オリンピック・パラリンピックは、国内外の多くの人々に日本文化の素晴

らしさや深い精神性を理解いただく絶好の機会である。また、2000万人の訪日外国人旅

行者をめざす我が国では、誘客の受け皿となる新たな文化観光資源の発掘と涵養、情報

発信が不可欠であり、全国各地からそうした地域固有の文化発信が活発に行われること

が、東京一極集中を抑制し、人口減少問題に対する有効な手立てともなると考える。 

関西には長い歴史に裏打ちされた文化資源が集積しており、関西広域連合では、「はな

やか関西・文化戦略会議」を設置し、関西が一つにまとまって関西各地の文化資源や伝

統の上に、オリンピック・レガシーの理念を踏まえ、新しい関西文化を創造する「はな

やか関西」の取組を進めている。 

ついては、日本文化に重要な位置を占める関西の文化の取組を踏まえた文化プログラ

ムの推進について次のとおり提案する。 

（１）東京オリンピック・パラリンピック大会の文化プログラムについては、早急に専

門委員会を設置し、多種多様な日本文化の蓄積を尊重した計画を策定するとともに、

その中に「はなやか関西･文化戦略会議」で検討している関西の取組を十分盛り込む

こと 

（２）文化プログラムの実践を通して、国と地方の協働関係が築いていけるよう、関西

における文化の若い担い手育成や次世代への文化の継承の取組など地方の取組への

所要の財政支援を行うこと 

（３）リオデジャネイロ大会を見据えた広報戦略を早期に立て、関西をはじめ全国の文

化資源や文化創造の取組を世界に向けて大きく情報発信すること 
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（参考） 

「はなやか関西・文化戦略会議」検討状況について 

平成２６年１０月２９日     

広域観光・文化振興局  

１ 会議開催 

   戦略会議  平成２６年７月２９日、８月２７日 （２回） 

   幹 事 会  平成２６年７月７日、９月１１日（２回）   

２ 主な委員意見 

・関西の強みは歴史と文化、伝統。それ以外にもう一点、あっと驚くことで「関西」を打ち出 

す 

・伝統を踏まえた上で、伝統文化と現代アートの融合から新しいアートをクリエイトしていく 

・関西の多様性がキーポイント。関西は多文化共生の最先端の地 

・関西はお金をできるだけかけずに、ソフト面のレガシーをつくる。関西の最大のポテンシャ 

ル「おもてなし」で協力 

・とにかくやろう、できるところからやろうというくらいのスタンスで 

・各地が、面白いプロジェクトを作るように競争し合う 

・文化を創り出した地域の人たちとの交流により、草の根の文化力を高める 

・既に取り組んでいる周年事業を関西全体で統一的に見せる 

・人材も含め、色々な機能の東京一極集中を是正する必要がある。「文化は関西でやる」という

意気込みで 

・若手ワーキングを設置し、若い世代の意見を酌み取り、現場感覚のある若手のアートマネー 

ジャーやアートプロデューサーを養成する取組を 

・広報戦略にいかにお金をかけるか。ソーシャルメディアの展開 

・多言語化。現場でも英語で通用するようにする 

３ 提案・要望活動 

・要望内容についても、委員会で案文を検討し、今秋（11月頃）要望活動 

   ※今国会(～11/30)でのオリ・パラ特措法成立後の要望活動とすることも視野に 

＜今後の予定＞ 

 11月～12月 若手ワーキング会議開催 

 ２月～３月  第３回会議 

３月頃    検討内容まとめ 



【はなやか関西・文化戦略会議の概要】 

○検討テーマ 

  東京オリンピック等の開催に向けた関西文化の内外への発信強化 

○委員 

佐々木 雅幸 文化庁文化芸術創造都市振興室長、同志社大学特別客員教授【座長】

大南 信也 特定非営利活動法人グリーンバレー理事長

 河内 厚郎 文化プロデューサー、神戸夙川学院大学観光文化学部観光文化学科教授

 斎木 宣隆 独立行政法人国際交流基金京都支部 支部長

 坂上 英彦 京都嵯峨芸術大学芸術学部デザイン学科教授

 佐藤 千晴 フリージャーナリスト、大阪アーツカウンシル統括責任者

ｼｬﾙﾗﾝﾘ・ﾌﾞﾛｿｰ 在京都フランス総領事館 総領事

 寺田 千代乃 公益社団法人関西経済連合会副会長

 野田 邦弘 国立大学法人鳥取大学地域学部地域文化学科教授

 蓑 豊 兵庫県立美術館館長、ミュージアムぐるっとパス関西実行委員会委員長

 山上 直子 産経新聞論説委員、産経新聞大阪本社文化部編集委員

○幹事会 

          広域連合構成府県市､関西経済連合会､関西・大阪２１世紀協会､関西元気文化圏推進協

議会､歴史街道推進協議会

○オブザーバー 

          福井県、三重県、奈良県、近畿農政局、近畿経済産業局、近畿地方整備局、近畿運輸

局 


